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１．研究計画の概要 

 企業組織行動に関する科学的な研究として，

個人と組織の意思決定過程の相互依存構造を

理論と実験で解明することを目的とする．こ

の研究は，経済学･経営学の学際領域に位置づ

けられるが，本研究は「組織」という経営学

寄りの問題意識をモデルやビジネスゲームと

いう経済学寄りの手法で解答することを特色

とする．企業の意思決定の構造の本質をより

的確に把握するために，経済的合理性を基礎

とする理論に加え心理状況にも注目した総合

的な研究を行ないたい．本研究では特に注目

する要素が異なる組織の理論モデルの構築と

その検証用の対照実験の設計を行い，できれ

ば大学の授業にも役立つ実験を考えたいと思

っている． 

 

２．研究の進捗状況 

 2007 年度は，まず経営学における組織の先

行研究に関する勉強会を開催し他大学の研

究者との共同研究体制の基盤を整備した．具

体的には，組織構造と経営戦略，ビジネスゲ

ームのそれぞれの分野の専門家が，それぞれ

の領域の基礎事項について解説した後に研

究分担者全員で本研究にどう生かすべきか

検討した．特に分担者が被験者としてビジネ

スゲームの実演に参加し，勉強会で学んだ組

織モデルが既存のビジネスゲームにどう組

み込まれているか検討したことは有益であ

った．また実験会計学の権威シャム・サンダ

ー教授（米）を招聘し，フォーラムの基調講

演と分担者との共同研究体制確立を依頼し

た．  

2008 年度は，海外（米，ベルギー）の研究

者の指導助言の下での組織の理論モデル構

築，国内の理科系の研究者の協力を得ての脳

の MRI 実験，そして前年度に引き続きビジネ

スゲームの応用可能性の開発という試論的

研究を行なった．組織行動の理論モデル化に

ついては，海外の研究者と意見交換を行い，

実物的な変化（たとえば大企業の数）に対す

る市場と組織の反応につきモデル分析を行

なった．また MRI 実験を開始し，理科系の科

学者と有益な研究交流を行った．さらにビジ

ネスゲームを一部の分担者が自身の担当の

授業（流通科学大学）で用い教育への有益性



を確認した． 

2009 年度は，前年度までで定まった組織理論

モデル構築，MRI 実験，ビジネスゲームとい

う３つの研究方法を担当の分担者がそれぞ

れ特定の問題に適用し｢有意味な実験が可能

か｣について考察した．まずモデル構築では

アジアでの日本企業の戦略を例に取り，デー

タの収集と調査及び研究会を通じモデルの

確かさとあるべき実験の設計を討議した．ま

た MRI実験は証券市場と企業組織に人の心理

がどう関わるかにつき，その基礎となる脳の

動きを探ることを試みた．さらにビジネスゲ

ームでは事業経営モデルを開発し，その教育

効果を調査した.それぞれの結果は現在整理

中である． 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

「おおむね」というのは，組織理論モデル構

築は「③やや遅れている」であり，MRI 実験

とビジネスゲームは「①当初の計画以上に進

展している」からである．より詳しくは，組

織理論モデル構築は，現在までモデルの定式

化と日本企業の事例研究はそれぞれ論文と

著書という形で一応の完成に至ったが，実験

によるモデルの説明力の検証まで至ってい

ないからである．だが，MRI 実験，ビジネス

ゲームはそれぞれ理科系の研究者との連携

研究，大学教育の現場での実演という当初予

定になかった斬新な方法で研究が進んでい

るため，総合して達成度は②と判断する． 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1)組織モデル構築にかかる理論と実験：企

業の組織競争モデルのなるべく簡単な実験

を設計しフィードバックを行いつつ継続す

る．日本企業による海外市場への参入戦略と

撤退行動が説明できるモデル構築を目指す．  

(2)MRI 実験：証券市場問題と組織問題に共通

する人の心理的問題を抽出し，その意思決定

の基礎となる脳の MRI 実験を行なう．  

(3)ビジネスゲーム：仮想現実での事業経営

シミュレーションモデルの開発と，それを活

用した実践型経営演習を授業（流通科学大

学）の中で継続する．また，他の既存のシュ

ミレーションソフト（ゲームエンジン）との

併用も行う． 
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